
現在の新境川の様子（各務原市）
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５
．
岐
阜
市
の
排
水
に
関
す
る

荒
田
川
閘
門
普
通
水
利
組
合
の

行
政
訴
訟

　

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
７
月
、

荒
田
川
下
流
沿
岸
の
茜
部
村
・

三
里
村
・
市
橋
村
三
ヶ
村
を
区

域
と
す
る
稲
葉
郡
荒
田
川
閘
門

普
通
水
利
組
合
が
、
岐
阜
県
知

事
宛
に
訴
状
を
出
す
事
件
が
起

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
岐
阜
市

が
申
請
し
た
「
徹
明
小
学
校
西

端
よ
り
長
住
町
に
至
る
排
水
路

拡
築
工
事
」
に
つ
い
て
、
岐
阜

県
が
許
可
を
出
し
た
こ
と
に
抗

議
す
る
行
政
訴
訟
で
す
。

・
荒
田
川
の
排
水
に
関
す
る
一
切

の
設
備
は
、
原
告
組
合
に
お
い

て
造
っ
て
き
た
。
そ
の
設
備
の

主
な
も
の
は　

高
河
原
の
一
大

閘
門
。
幅
３
間
及
び
２
間
の
２

聯
閘
門
で
あ
る
が
、
巨
額
な
工

費
を
投
じ
て
築
造
し
て
き
た
。

・
こ
の
閘
門
は
荒
田
川
の
最
下
流

に
設
置
し
、
荒
田
川
の
水
量
は
こ
の
閘
門

に
よ
り
長
良
川
に
放
流
す
る
設
備
で
あ
る
。

荒
田
川
に
注
ぐ
岐
阜
市
及
び
上
流
地
一
帯

の
悪
水
も
、
原
告
組
合
の
負
担
に
属
す
る

閘
門
に
よ
っ
て
排
出
し
て
い
る
。
従
っ
て

岐
阜
市
の
悪
水
は
一
文
半
銭
の
負
担
も
な

く
、
原
告
の
設
備
に
よ
っ
て
排
水
を
す
る

状
態
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
訴
訟
内
容
の
立
証
確
認
や
意
見

聴
取
・
協
議
等
が
行
わ
れ
た
上
で
、
昭
和
２

年
（
１
９
２
７
）「
行
政
訴
訟
和
解
取
下
げ
」

の
覚
書
に
よ
っ
て
解
決
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

１
．
係
争
中
ノ
工
事
ハ
其
儘
ニ
差
置
ク
コ
ト

２
．
岐
阜
市
ヨ
リ
組
合
ヘ
金
五
百
円
ヲ
交

　

付
ス
ル
コ
ト

３
．
組
合
ハ
速
ニ
行
政
訴
訟
ヲ
取
下
グ
ル
コ
ト

４
．
将
来
市
ニ
於
テ
荒
田
川
ニ
流
入
ス
ル

水
路
ノ
新
設
又
ハ
流
入
水
量
ヲ
増
加
シ

若
ハ
迅
速
ナ
ラ
シ
ム
等
ノ
工
事
ヲ
施
行

セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
昭
和
二
年
一
月
二

十
四
日
岐
阜
県
内
務
部
長
ヨ
リ
岐
阜
市

長
ニ
対
ス
ル
照
会
及
同
年
一
月
二
十
五

日
付
第
四
十
二
号
岐
阜
市
長
ヨ
リ
岐
阜

県
内
務
部
長
ニ
対
ス
ル
回
答
ノ
趣
旨
ニ

ヨ
ル
コ
ト

　

こ
の
よ
う
に
大
正
期
に
な
る
と
、
荒
田
川

下
流
部
の
住
民
は
「
工
場
等
か
ら
流
入
す
る

汚
水
の
質
だ
け
で
な
く
、
悪
水
・
排
水
量
の

問
題
」「
出
水
時
だ
け
で
な
く
日
常
の
排
水
・

汚
水
全
体
の
問
題
」
と
し
て
認
識
し
、
具
体

的
な
行
動
で
表
現
し
た
の
で
す
。

６
．
荒
田
川
・
境
川
等
の
排
水
改
良
工
事  

　

上
流
か
ら
流
れ
込
む
汚
水
・
悪
水
に
対

す
る
下
流
域
の
人
々
の
抗
争
や
抗
議
が
起

こ
る
中
で
、
荒
田
川
・
境
川
等
の
排
水
が
抜

本
的
に
改
革
さ
れ
る
計
画
が
論
議
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
の
土
木
技
師
の
計
画
案
を
も
と

に
、
稲
葉
郡
長
や
荒
田
川
閘
門
水
利
組
合

を
初
め
地
域
の
代
表
・
役
員
、
岐
阜
市
関

係
者
も
含
め
た
協
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
上
流
改
修
工
事
並
び
に
之
に

付
随
し
て
施
工
す
べ
き
事
業
及
び
排
水
の

改
良
事
業
」
を
早
期
に
完
成
さ
せ
る
た
め

稲
葉
郡
及
び
岐
阜
市
関
係
水
利
組
合
並
び

に
町
村
代
表
者
が
集
ま
り
、
大
正
14
年
（
１

９
２
５
）
3
月
「
稲
葉
郡
治
水
会
」
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
木
曽
三
川
上
流
改
修
工
事
」

に
お
い
て
は
、
長
良
川
本
川
の
改
修
工
事

（
古
川
・
古
々
川
締
切
工
事
や
岐
阜
特
殊
堤

工
事
等
）
だ
け
で
な
く
、
支
派
川
の
境
川

や
荒
田
川
の
改
修
や
内
水
対
策
の
必
要
性

を
確
認
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
岐
阜
県
の
設
計
書
を
基
に
国

と
の
折
衝
を
重
ね
、「
木
曽
長
良
両
川
間
用

排
水
改
良
事
業
」
の
第
一
期
工
事
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

ふるさとの歴史

こぼれ話

Vol.24

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
３
月
に
は
「
岐

阜
市
・
稲
葉
郡
用
排
水
普
通
水
利
組
合
」

も
設
立
さ
れ
、
国
庫
補
助
の
陳
情
書
が
内

閣
総
理
・
内
務
・
大
蔵
ら
の
大
臣
、
更
に

内
務
省
名
古
屋
土
木
出
張
所
に
提
出
す
る

等
、
そ
の
活
動
は
め
ざ
ま
し
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

（
１
）
第
一
期
事
業
・
新
境
川
掘
割
工
事

　

ま
ず
考
え
ら
れ
た
の
は
、
境
川
上
流
域

の
排
水
悪
水
を
早
く
木
曽
川
に
放
流
し
、

境
川
の
水
量
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
各
務
原
市
蘇
原
大

島
（
当
時
は
稲
葉
郡
蘇
原
村
）
よ
り
那
加
・

中
屋
に
至
る
延
長
約
５
㎞
の
新
境
川
を
掘

削
す
る
掘
割
工
事
が
必
要
で
し
た
。

　

経
費
と
し
て
は
農
林
省
よ
り
40
万
円
、

内
務
省
よ
り
20
万
円
、
県
費
25
万
円
、
地

元
負
担
金
25
万
円
の
合
計
1
1
0
万
円
で
、

「
県
営
工
事
」
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
蘇
原
村
・
那
加
村
・
中
屋
村

な
ど
の
土
地
の
買
収
が
困
難
で
、
よ
う
や

く
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
３
月
、
工
事

に
着
手
し
、
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
３
月
、

完
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  　
　

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
9

年
（
１
９
３
４
）
に
は
境
川
の
締
切
り
、

日
置
江
の
引
堤
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
大
雨
の
度
に
こ
の

地
域
は
湛
水
被
害
に
苦
し
み
ま
し
た
。

　

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
６
月
梅
雨
前

線
豪
雨
や
9
月
第
二
室
戸
台
風
で
は
、
論

田
川
・
荒
田
川
・
境
川
下
流
部
な
ど
は
湛

水
被
害
が
大
き
く
、
６
月
に
は
７
日
以
上

に
わ
た
っ
て
浸
水
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
境
川

お
よ
び
荒
田
川
・
論
田
川
の
内
水
対
策
と
し

て
必
要
排
水
量
を
増
や
し
、
40
・
41
年
度
に

は
土
木
工
事
を
、
45
年
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
排

水
機
の
増
設
・
新
設
な
ど
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）
に
は

新
荒
田
川
・
境
川
浄
化
事
業
に
着
手
し
、

昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）
に
は
境
川
第
２

排
水
機
場
、
荒
田
川
・
論
田
川
第
２
排
水

機
場 

建
設
に
着
手
。昭
和
55
年（
１
９
８
０
）

そ
れ
ぞ
れ
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今

も
境
川
の
改
修
工
事
等
、
水
利
や
治
水
の

努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
話
・
岐
阜
の
歴
史
サ
ー
ク
ル
」

代
表
　
後
藤
　
征
夫

　http://book.geocities.jp/

　
　
　
　
　gifurekisi/rekisitop.htm

○
荒
田
川
下
流
域
の
人
々
は
、
ど
ん
な
苦
悩
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？

○
人
々
や
行
政
は
、
ど
の
よ
う
に
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

○「
新
荒
田
川
」
や
「
新
境
川
」
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
？

こ
の
文
章
は
、「
岐
阜
県
史
」「
岐
阜
市
史
」

「
岐
阜
県
治
水
史
」「
岐
阜
市
合
併
五
十
年

誌
・
ふ
る
さ
と
三
里
」
な
ど
を
も
と
に
、

後
藤
征
夫
が
ま
と
め
ま
し
た
。

川
を
流
す
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
茜
部
逆
水
樋

門
も
取
り
付
け
ら
れ
て
、
境
川
の
安
全
も
考

慮
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）

10
月
、
総
工
費
約
29
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。   

（
註
・
そ
の
後
の
改
修
で
調
節
樋
門
や
逆
水
樋
門

は
撤
去
さ
れ
、
今
は
荒
田
川
取
り
入
れ
水
門
で

新
旧
荒
田
川
の
水
量
調
節
を
し
て
い
ま
す
。）

７
．
そ
の
後
の
改
修
工
事

　

こ
う
し
た
工
事
の
他
に
、
昭
和
７
年
（
１

９
３
２
）
支
派
川
改
修
工
事
の
一
つ
と
し
て

境
川
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
羽
島
郡

小
熊
よ
り
岐
阜
芋
島
に
至
る
20
㎞
で
数
カ
所

の
新
開
削
を
行
い
、
流
路
の
短
縮
と
疎
水
を

速
や
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
に
は
岐

阜
市
六
条
よ
り
日
置
江
次
木
に
至
る
荒
田

川
下
流
部
の
改
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。
上

流
部
よ
り
流
入
す
る
排
水
お
よ
び
工
場
排

水
な
ど
の
疎
通
・
流
過
を
迅
速
に
し
多
量

の
悪
水
を
放
出
し
沿
岸
の
湛
水
を
減
少
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

更
に
荒
田
川
・
論
田
川
排
水
所
の
新
設
、

荒
田
川
樋
門
改
築
、
忠
節
用
水
下
流
部
改
修

（
２
）
第
二
期
事
業
・
荒
田
川
放
水
路

　

新
境
川
の
完
成
に
よ
っ
て
境
川
の
大
量

の
水
が
直
接
木
曽
川
に
排
出
さ
れ
る
の
で

境
川
の
水
量
は
減
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

次
に
考
え
ら
れ
た
の
が
、
荒
田
川
の
水
を

境
川
へ
流
出
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。

 

荒
田
川
上
部
放
水
路

　

こ
の
放
水
路
は
、
日
野
地
区
や
各
務
原

市
那
加
桐
野
・
岩
地
地
区
等
の
荒
田
川
上

流
域
に
降
る
雨
を
境
川
に
放
出
す
る
放
水

路
で
す
。
延
長
約
１
㎞
、
幅
員
４
ｍ
〜
10

ｍ
で
両
岸
を
石
積
み
に
し
、
調
節
樋
門
も

取
り
付
け
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
に

完
成
し
ま
し
た
。    

 

荒
田
川
中
部
放
水
路
（
新
荒
田
川
）

　

こ
の
放
水
路
は
、
右
岸
を
稲
葉
郡
加
納

町
船
田
（
岐
阜
市
船
田
）、
左
岸
を
稲
葉
郡

厚
見
村
下
川
手
（
岐
阜
市
下
川
手
）
か
ら

茜
部
神
清
寺
で
境
川
に
合
流
す
る
全
長
約

３
．
３
㎞
、
幅
員
21
ｍ
〜
29
ｍ
。

　

洪
水
時
は
茜
部
調
節
樋
門
水
位
９
ｍ
ま
で

を
境
川
に
放
流
し
、
そ
れ
以
上
の
水
は
従
来

通
り
荒
田
川
を
流
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
な

お
平
水
時
は
樋
門
を
閉
じ
、
従
来
通
り
荒
田

荒
田
川
公
害
と

　
　
新
荒
田
川
の
開
削
⑵

荒
田
川
公
害
と

　
　
新
荒
田
川
の
開
削
⑵

―

岐
阜
市
南
西
部
地
域
の
用
排
水
・
湛
水
の
苦
悩―

荒田川下流部の浚渫船

荒田川上部放水路

荒田川中部放水路

日
本
紡
績

　
絹
糸
工
場

安
良
田
町

六
条

宇
佐

水
主
町

荒
田
川
排
水
路

東
海
道
本
線

至
名
古
屋

本
郷茜 

部
鶉

出
村

稲  

葉

市 

橋

次
木

排
水
所

荒
田
論
田

鏡島

藪田

菰 吹

ぎふ

大野

上 川 手

高山線

加納町

岐　阜　市

長  

良  

川

    

川

  

水
清

荒

   

田
　
　 

川

岐阜市南西部を流れる河川

境　
川

荒

    

田
　
　   

川

論

   

田

      

川

長

   

良

      

川

荒田川閘門普通水利組合誌より
は明治29年湛水地域
は昭和３年７月１日 湛水地域


